
2023 年度夏のオープンキャンパス時の分野アンケートへの回答 

 

 分野説明会にご参加いただきありがとうございました。会場でお願いしたアンケートについて，よ

り知りたいこととして書いていただいたことについてお答えいたします。なお，この回答はあくまで

これを執筆・掲載した分野某教員の個人的見解としてお読みください。 

 

＜免許に関連して＞ 

●副免をとるときに同じ教科の高校の免許を取るには授業がどれくらい増えるのか。 

 →免許法に定められているのは下のURLのとおりです（文科省のホームページより）。少し細かく

言うと，一種免許状取得ということで話をしますが，第三欄の「教科に関する科目」は同数で，

「教職に関する科目」は中学の方が 8単位多いです（つまり中学の免許を取ると自動的に高校分

はカバー）。「教科または教職に関する科目」は高校の方が 8単位多いです。つまり 8単位分多く

取得ということになります。 

 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/siryo/__icsFiles/afieldfile/2014/04/23

/1347091_03.pdf 

 

●中学校の一種は取れますか？ 

→卒業単位は二種設定してありますが，それに上乗せすれば取れます。なお，教育実習は中学校で

もおこないます。 

 

●副免で保健体育をとることはできますか。 

 →できます。教育心理分野においては，中学校免許の選択はその人に任されています， 

 

●私は中学の免許を優先的に取りたいのですが，中学の免許はあくまで副免であるので授業では小学

校の教師になるための授業が中心になる感じですか？ 

 →前述の表を見ると，小学校と中学校との差はある程度あることが分かると思います。しかし中学

校免許もとってもらうことになるので，どちらが中心ということは無いと思います。ところで，

中学の免許を優先的に取りたいとするなら，その教科の分野に進むのが良いのではないでしょう

か？ 

 

●副免を取るための授業は，その分野の生徒（編集者注：正しくは「学生」）と同じ場所，時間で受け

るのか。 

 →はい。そこに差はありません。 

 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/siryo/__icsFiles/afieldfile/2014/04/23/1347091_03.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/002/siryo/__icsFiles/afieldfile/2014/04/23/1347091_03.pdf


●教職を取るための授業と心理についての授業はどれくらいの比率なのか知りたいです。 

 →令和 5年度入学生の卒業単位数は 155単位となっていますが，教育心理分野では次のような構成

になっています。 

  ◆総単位数 155 ＝ 31（基盤教育［教養教育］）＋124（専門教育科目） 

  ◆専門教育科目の 124 ＝ 21（教育基礎科目）＋36（小学校教科及び指導法）＋16（中学校教科

及び教科指導法）＋22（分野専門科目【教育心理学分野の学修】）＋2（学

部選択科目【ここに教育心理分野の授業で履修することは可】）＋11（教

育実践科目群［教育実習等］）＋10（forefront科目）＋6（総合教職科目） 

＊なお，履修に関しては年々変化しており，総単位数を含め今後変わる可能性があります。 

 

●心理分野以外の科目はどれくらいの割合で受けれる（編集者注：正しくは「受けられる」）のか。 

 →上の構成をご覧ください。なお自分で履修数を増やすことは自由ですが，各授業はそれなりに予

習や復習を課しますので，それぞれの学修が薄まらないように気をつける必要があります。 

 

●小学校の生徒さんと中学校の生徒さんで別々の授業が開講されているのか（編集者注：「小学校免許

の課程と中学校免許の課程は別々に授業がおこなわれる」という意味でしょうか？） 

 →免許法の科目の中には学校種によらずカバーする科目があるので，そのようなものは共通です。

しかし，小学校独自のものと中学校の専門については多少異なるものがあります。前述の免許法

の表や教育心理分野の卒業単位の構成を見てください。 

 

●幼稚園１種取得できるとありますが，就職する学生はいらっしゃいますか？ 

 →います。 

 

●幼稚園免許を取りたい場合，それは主免，副免どちらにも含まれませんか？ 

 →前述の構成を見ればわかりますが，含まれません。特別支援教育の免許についても同様です。こ

れらを希望して加えると履修単位数がかなり多くなりますので，自分に必要なものは何かを十分

考えて選択してください。 

 

●他の教科を勉強するときは，それを専門にしている学生と比べ勉強が薄くなってしまいますか（編

集者注：「教科の免許科目を履修するときには，その教科の専門分野の学生と比べて内容が薄くなる

のか」という意味でしょうか？）。 

 →免許に必要な単位数は当然同じですから，その点では変わりません。ただし，教科分野の学生は

「分野専門科目」のところでその教科に関連した学習をするので（教育心理分野の場合にはそこ

で教育心理学の授業を履修します），その分多く学べるということです。 

 



＜教育心理分野関係の授業等について＞ 

●一人一人の教授（編集者注；正確には「教員」や「先生」）がどのような授業を行っているのかにつ

いてもっとくわしく知りたいと思った。 

●開講されている心理分野の講議（編集者注：正しくは「講義」）について詳しく知りたいです。 

 →これらについてはシラバスをご覧ください。検索サイトで「宇都宮大学 シラバス」と検索し，

「シラバス検索」をクリックし，検索画面の時間割所属を「共同教育学部」とし，教員名に当分

野の教員名を入れると担当授業のシラバスが出てくるはずです。教員名については，教育心理分

野のHPをご覧ください。また，分野HPの中には一部の授業の丁寧に紹介をしているところが

あるので，その箇所を「主体的に」探してくれるとよいのですが……。 

 

●これは受けたほうが良い！っていうオススメの講義とかはありますか？ 

 →全てです（逆に言えば「特定のものはありません」）。どの授業もそれぞれの教員が大事と思って

開講しているものですから。オススメは自分で決めるものですし，他の人と同じになるものでも

ありません。他人に勧められたからとして受講しているだけで，ずっとやる気なく受講していた

学生も過去の編集者の授業ではありました。 

 

●子どもに寄り添うための演習はどのように行われていますか。 

 →教育心理学分野の授業は，全て子どもに寄り添うためのものと思っています。授業内容について

多少異なりますので，だいたい以下のように説明しておきたいと思います。 

◆「概論」……子ども（子どもたち）を理解する基本的な知識を学ぶ 

◆「特講」……特定のトピックに絞って，子どものあり方について学ぶ 

◆「研究スキル系」……子どもを理解するための専門的な研究方法やデータ分析方法を学ぶ 

◆「実習」……教師になる自分自身のことを見つめ，子どもたちへの関わり方を見つめる 

◆「セミナー」……それぞれの教員が設定する子ども理解に関する内容を学ぶ 

◆「卒業論文」……分野での学びの総まとめとして，自分なりのトピックで子どものあり方を研

究する 

 

●心理学にはどのような知識が必要なのか。 

 →入学前に何を知っておかなければいけないということはありません。ただ，教育における諸現象

に対して，そこに関係する人のこころ（こころと言っても多様な視点がありますが）に注目して

考えることのできる意識や姿勢があるとよいと思います。 

 

●心理学を学ぶことで安定した経営（編集者注：「学級経営」のことでしょうか？）がなぜできるのか

不思議だと思った。 

 →知識があるだけでよいのならその教科領域を極めた大学教員が小学校や中学校で授業すればうま



くいくかもしれませんが，そうはならないでしょう。教科の指導法ということを考えたときに，

そこには人のこころが関わっています。また，学校生活というのは授業以外に関することも多々

あり，そこには様々な人間関係の心理的要素が関わっています。心理学的知識があることで全て

を理解でき，対応できるということでは無いですが，問題が起きた時に，そこにまつわる人の考

え方や行動の仕方を冷静に捉えやすくなるとは思います。 

 

●統計を使って授業を展開していくと仰っていましたが，統計学や語学を別で学ぶ機会はあるのです

か？ 

 →あります。ぜひ，逃げずに学んでください。 

 

●英文献を読めるようになるか不安ですが，そういったものへのサポートはありますか。 

 →大学では引き続き英語教育をおこなっているので，まずはそこで学べるでしょう。文献を読むの

は読解ということなので，英語の中でも国語にも通ずる「論理的な読みの力」が必要になります。

また，専門的な知識（用語）や研究的な考え方が分かれば文章が読みやすくなります。ですから，

分野での学び全体が英文献を読みやすくすることを支えます。 

 

●卒業論文はどのくらいの期間で完成させるものなのか。 

 →学びの集大成なので 4年間で……というのが形式的答えですが，実質的には約 1年間です。 

 

●私は人と関わることが苦手なので，今からできる人間関係力の上げ方を教えて頂きたいです。 

 →これは「私は体力の要ることをするのが苦手なので，今からできる体力の上げ方を教えて」とい

う質問をしているようなものだと思います。まずは「やらないと（やってみないと）」しょうがな

いでしょう。ただしいっぺんに無理をすることは禁物です。着実にやっていく中で，自分の弱い

部分や課題となる部分が見つかるはずなので，それが何かを注意深く考え，その部分をうまく指

摘してくれる人を頼りに少しずつ必要なものを変えていくというのが，その人なりの良くなる方

法ではないでしょうか……と編集者自身は考えてしまいますが。。 

 

 

＜分野の学生について＞ 

●男女比を教えてください。 

●女子の学生の方が多く感じたのですが，男女比などを知りたいです。 

 →毎回聞かれる内容です。会場をご覧いただけたら分かったと思いますが，説明会の参加者だけ見

ても女子の割合は高いです。入学者もそうです（全員女子という学年もあります）。しかし，別に

入学において何か差を設けていることはありません。関心の性差が大きいのではと感じます。 

 



＜進路等について＞ 

●公認心理士（編集者注：正確には「公認心理師」）の道を目指す人はどのくらいいるのか気になりま

した。 

 →公認心理師のことは会場でもお話ししたと思いますが（分野HPにも説明してありますが），本学

部は心理関係の専門資格を得るための場所ではありません。あくまで教員を目指すということで

す。考えていただければわかりますが，心理の国家資格を得るためには多大な履修をする必要が

あり，それは本学部で言えば教員免許の授業を履修するようなものです。公認心理師を取得でき

る大学はご自分でお調べください。 

 

●【教員以外の就職に関する質問がいくつかありました】 

 →会場でもお話しした通り，本学部は学校教員を目指すためのものとなっていますので，教員以外

の就職の話についてはいたしません。ぜひ学校教員を強く目指す方の入学を心よりお待ちしてい

ます。 

 

 

＜群馬大学との交流＞ 

●群馬大学との合宿はどんなこと（授業など）をしますか？ 

●群馬大学との交流ではどんなことをするのか詳しく知りたいです。 

 →分野内では両大学の斉一科目（両大学の学生が受講する必修科目）として群大から 1科目，宇大

から 1科目となっています。両大学交流する正式な科目としては「教職特別演習Ⅰ」「教職特別演

習Ⅱ」というものがありますが，これは実施する学年で違いがあります。もとは宿泊でしたが，

コロナ禍の影響もあり，これまでは宿泊無し実施でおこなわれています。なお，令和 4年度の「教

職特別演習Ⅱ」は分野ごとに実施し，足利市でグループワークやレクリエーションを行いました。

下の 15 ページにその様子が紹介されています。今後，学生たちでいろいろ自主的に行えるとよ

いですね。 

https://web.edu.utsunomiya-u.ac.jp/wp-

content/uploads/2023/03/%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%

E9%9B%86%E7%AC%AC4%E5%8F%B7%E3%83%BB%E7%A2%BA%E5%AE%9A%E7%89%8

8.pdf 

 

https://web.edu.utsunomiya-u.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%E9%9B%86%E7%AC%AC4%E5%8F%B7%E3%83%BB%E7%A2%BA%E5%AE%9A%E7%89%88.pdf
https://web.edu.utsunomiya-u.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%E9%9B%86%E7%AC%AC4%E5%8F%B7%E3%83%BB%E7%A2%BA%E5%AE%9A%E7%89%88.pdf
https://web.edu.utsunomiya-u.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%E9%9B%86%E7%AC%AC4%E5%8F%B7%E3%83%BB%E7%A2%BA%E5%AE%9A%E7%89%88.pdf
https://web.edu.utsunomiya-u.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8%E9%9B%86%E7%AC%AC4%E5%8F%B7%E3%83%BB%E7%A2%BA%E5%AE%9A%E7%89%88.pdf

